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                 投稿規定
投稿規定
(1)毎 年3月 年一回の刊行 とす る.人 文科学に関す る関連領域の論文,ま た必要に応 じ
  て研究ノー ト・書評などを欧米言語にて掲載する.
(2)投 稿希望者 は,4月 末 までに編集委員会に仮タイトル,予 定枚数,図 版数な どを申
  告する.と くに枚数の制限を設けないが,論 文の場合は2000語 以上,研 究ノートの場合
  は1000語 以上を目安 とする.他 の掲載論文との関係から調整をお願い した り,制 作実費
  を申 し受ける場合がある,
(3)投 稿資格を もつ ものは,人 文科学研究所内の研究者,共 同研究班班員,名 誉所員,
  客員(国 内客員および外国人研究員),招 聰外国人学者,外 国人共同研究者,内 地研究
  員,研 修員,日 本学術振興会特別研究員とする.ま た編集委員会がこれ以外に適切 と判
  断して投稿を依頼す る場合がある.
(4)投 稿にあたっては,執 筆要領に従 う.
(5)執 筆者 は,ネ イティブ ・チェックを済ませた うえで完全原稿を編集委員会宛に送る
  (ネイティブの執筆者を除 く).そ の際,コ ピーを含め3部 提出する.
(6)査 読 は,編 集委員会の委員および所 内の専門家 の審査(所 内に専門家がいない場合
  は,委 員会が依頼 した外部の専門家による審査)に 基づ き,最 終的に編集委員会の責任
  で行 う.投 稿論文は, (A)そ のまま掲載, (B)修 正を条件に掲載, (C)不 可,の
  いずれかに判定 され る. (B)の 判定で,修 正が編集委員会の要請を満たしていないと
  判断された場合,最 終的に掲載不可となる場合もある.
(7)執 筆者 は,入 稿す る最終原稿が完成す ると,プ レー ンテキス トファイルおよび一般
  的なワープロソフトによる文書ファイルを,電 子 メールに添付,あ るいは電子媒体に複
  写 したもの,お よびハー ドコピー3部 を編集委員会に提出する.
(8)著 者校正は原則2回 とする.た だし著者が海外滞在の場合は1回 の場合もある.
(9)原 稿料 は支払われ ない.た だ し執筆者には本誌1部 と抜 ぎ刷 り50部 が無料で提供 さ
  れる.
(10) 『ZINBVN』 の掲載論文等について,そ の著者は複製権(電 子化する権利)と 公衆
  送信権(公 開す る権利)に かんする許諾を人文科学研究所に与えた ものとする.人 文科
  学研究所は公開の便をはかるために,京 都大学が設置したサーバーから掲載論文等を画
  像あるいはPDFな どの形式で送信することができる.
執筆要領
(1)原 稿は,欧 文にてダブルスペースとする.
(2)注 などの書式は,学 問分野により異なるので,と くに統一 しないが,主 要学会誌で
  採用 されているスタイルを用いる.
(3)注 は,基 本的に脚注 とする.
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(4)投 稿 論 文 は,い くつか の セ クシ ョンに分 け,原 則 と してそ れ ぞれ に ア ラ ビア数 字 と
  見出 しをつ ける.
(5)グ ラフや地 図,写 真 な どを掲載 す る場 合 は,別 のA4用 紙 を 用 い て(写 真 は除 く)
  提出す るこ と.そ の際,キ ャプシ ョン,出 典(該 当す る場合),挿 入場 所を 明記す る こ
  と.掲 載 に関 して著作権 の処理が必要 な場合 は,投 稿者 が行 う.
(6)執 筆に関 して,質 問 があれ ば,編 集委 員会に問 い合わせ る.
投稿 締切
毎年7月 末 日




著作権等 の処理 は,附 属 図書 館側 が代行す る.
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